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党大会準備の本格化と経済の漸進的改革
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概　　況
　2019年のラオスは，党大会を ₂年後に控え，地方や省庁の下級レベルで党大会
が実施された。併せて，中央レベルでも人事異動が活発化し，政治理論の総括も
進められた。また，国会では国家幹部の「任務遂行評価」いわゆる信任投票が初
めて実施された。災害対策は焦眉の課題となっており，前年に発生したセーピア
ン・セーナムノーイダム決壊事故の復興が精力的に進められるなか， ₈月には新
たに中・南部で死者18人を出す大規模な洪水が発生し，政府は対応に追われた。
一方，長年の懸案事項であった土地法の改正が実現するなど，成果も見られた。
　経済面では，アフリカ豚熱，害虫，旱魃，洪水などを背景とした農林水産業の
不調もあり， ₂年連続で ₆％台前半の成長率に留まったが，税制や投資環境の整
備も少しずつ進展している。基幹輸出産業である水力発電は，前年の事故を受け
て安全点検が進められる一方，さらなる輸出拡大に向けて動いている。また，起
業手続きの簡素化など，中小企業活性化の試みも進められた。財政面では，付加
価値税率と所得税率を改定するなど，財政赤字改善に向けた足場の整備が進んだ。
　対外関係では，中国との「運命共同体」の理念の具体化が進み，協力の基本方
針を示したマスタープランが締結された。また軍事分野でも対中関係の緊密化が
目立った。一方ベトナムとの関係は安定して推移し，「特別な関係」の次世代への
継承がさまざまな形で図られている。またロシアとの軍事面での協力が活発であ
り，北朝鮮との交流も安定して続いた。カンボジアとの間では，2017年以来の国
境紛争がひとまず解決し，電力輸出の拡大などによる経済関係の強化が図られた。

国 内 政 治

党大会準備の進展
　2019年は，2021年初頭に中央レベルで開催予定の第11回党大会に向けて，地方
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の郡レベルや省庁の部局レベルで党大会が順次開催された。また， ₅月には党大
会準備を担当する各種委員会が設置され，政治報告草案の作成が本格化した。
　党大会に向けて，政治理論の検討も本格化している。とくに，カイソーン・ポ
ムヴィハーン人民革命党初代書記長・人民民主共和国初代首相の理論的功績，い
わゆる「カイソーン思想」の総括が進んでいる。党政治局が2018年12月に事業計
画をまとめた決議58号によれば，2020年まで全般的研究を進めたのち，2021年か
ら ₅年間は1950年代の革命運動期から1980年代の改革開放政策「カーンピアン
ペーン・マイ（刷新）」提唱までの時期に絞って研究を深め，その成果を次の ₅年
間でカイソーン全集として出版する計画となっている。カイソーン思想に関する
体系的な出版物はこれまで， ₄巻本の選集だけだった。また全国の教育研究機関
に同思想を学習するカリキュラムも導入する予定である。 ₃月には本事業を統括
する委員会が，キケオ書記局員兼党中央宣伝・訓練委員会委員長をトップとして
設置され，ベトナムのホー・チ・ミン思想研究の経験を参照しつつ作業が進めら
れている。また ₄月には，ヌーハック・プームサワン第 ₃代国家主席の記念館が，
自宅を改装する形で開設された。個人の功績を記念した博物館の開設は，カイ
ソーン，初代国家主席のスパーヌウォンに次いで ₃人目である。カイソーンの功
績をとりわけ重視しつつも，革命運動と国家建設を率いた革命第一世代の功績を
顕彰し，集団指導体制の意義を強調することで，現体制の支配を正当化する政治
理論や政治思想の構築を進めている。

人事異動の活発化
　党大会に向けて人事異動も本格化した。 ₄月，首都ヴィエンチャンの副知事に
アートサパントーン財務副大臣が就任した。アートサパントーンは，現在でも人
事面で影響力を行使するカムタイ第 ₄代国家主席やブンニャン現国家主席と関係
が深く，今後のさらなる昇進が予測される。 ₆月，カムパン最高人民裁判所長官
がヴィエンチャン県知事に異動し，後任にカムパー副長官が就任した。ウィドン
前ヴィエンチャン県知事は首相府付大臣に異動した。ヴィエンチャン県では ₂月，
40億キープ超の不正支出の疑いで副知事ら ₇人が処分されており，ウィドン知事
もその責任を取らされた可能性がある。 ₇月，トーンローイ国防副大臣が少将か
ら中将に昇格した。前年のチャンサモーン国防相の大将昇格に続き，軍内序列の
変動が活発化している。11月，ポンサリー県知事代行にカムポーイ副知事が就任
した。これは来年に予定される県レベルでの党大会に向けた人事異動であろう。
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　また閣僚・党中央委員レベルの引退も相次いだ。10月，スパン計画・投資相が
引退し，後任はソーンサイ副首相が兼任で務めることとなった。ソーンサイは近
年災害対策などでも存在感を発揮しており，次期首相の有力候補とも言われる。
10月，ボーセンカム情報・文化・観光相が引退し，キケオ党書記局員兼党中央宣
伝・訓練委員会委員長に交代した。宣伝・訓練委員会委員長の後任にはカムパン
政治局員兼党中央事務局長が就き，党中央事務局長の後任にはトンサリット国家
政治行政学院長が就いた。同学院長代行にはプーウォン副院長が昇格した。キケ
オは，先述のとおりカイソーン思想研究でも指導的役割を担っており，党・政府
の文化政策面での影響力を強めている。また，2010年に第 ₅代首相を任期途中で
辞任したブアソーン国家経済研究所所長・元首相，2018年にウドムサイ県知事を
わずか ₃年で解任されたペッサコーン中央委員らも引退した。ブアソーンについ
ては ₆月，ラオス銀行総裁への就任が一部ニュースサイトで報じられていたが，
若干65歳での引退となった。党大会に向けて党内の権力闘争は激しさを増している。

国会で信任投票を初実施
　第 ₈期第 ₈回通常国会では12月 ₄ 日，国家幹部に対する任務遂行評価（信任投
票）が初めて実施された。対象となったのは国会で選出，または任命を承認され
た69人で，内訳は国会所属30人，国家主席府および政府所属28人，国家監査委員
会・最高人民検察・最高人民裁判所所属11人であった。
　評価は次の ₃項目を判断基準として，「非常に良い」「良い」「普通」「劣る」の
₄段階で投票された。 1点目は政治的資質と革命道徳で，国家・人民・人民民主
主義体制に忠実であり，党の方針や国家の法を模範的に遂行しているか。 ₂点目
は能力と経験で，党・政府・国会の全般的方針に沿って各自の具体的任務を遂行
できるかどうか。 ₃点目は実際的成果で，効率的かつ効果的に与えられた任務を
遂行しているかであった。
　結果は国会の委員会で集計され， ₆日の国会で概況が発表された。「非常に良
い」との評価を受けたのは国会所属幹部 ₃人と国家主席府および政府所属幹部 ₃
人で，その他は全員が「良い」の評価となった。「普通」や「劣る」の評価を受
けた者はおらず，国家幹部に対する信任がひとまず確認される結果となった。

災害対策の拡大
　近年，災害対策は主要な政治課題のひとつとなっている。2018年 ₇ 月に南部
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アッタプー県で発生し，61万人の被災者を出したセーピアン・セーナムノーイダ
ム決壊事故に関しては，2019年も復興対策が続けられた。政府は 1月，死者・不
明者71人について 1人当たり 1万ドルの遺族への支払いを，ダム運営会社に命じ
た。そして政府は ₅月に事故原因に関する公式の調査結果を発表し，大雨は限界
水位を超えるには至っておらず原因は工事の不備にあったとの見解を正式に示し
た。企業側はこの見解が根拠に乏しいとして再調査を求めているが，住民への補
償には協力している。一方被災地の復興は，被災した農地の清掃作業が ₆月末ま
でに完了し，仮設住宅の整備も進んだものの，恒久住宅の整備は11月末時点で ₃
割程度に留まった。被災者の自立に向けて，引き続き対策が求められている。
　また災害管理に関する制度面の整備も進んでおり，災害管理法が ₆月の国会で
可決された。これは災害発生時に中央，県，郡，村の各レベルに設置される災害
管理委員会の構成や任務を定め，また各レベルに災害復興基金を設置するなどし
て中央と地方の連携を強化し，災害対応の迅速化を図るものである。
　そうしたなかで ₈月29日，今度は豪雨による洪水が，南部および中部で発生し
た。その被害は ₆県，1600村， 1万7000世帯，54万6000人に及び，死者18人，行
方不明者 1人を出した。政府によれば，自然発生の洪水としては，過去40年間で
最悪の被害であった。救援には，軍人4200人，公安1600人，ボランティア 1万人
などが動員され，資金面でも政府は ₉月半ばまでに50億キープを支出した。しか
し，対応は十分に追いつかず，ソーシャルネットワーキングサービス（SNS）など
では政府対応への不満も表出するようになった。そして ₉月12日には，Facebook
上に動画を投稿し，復興資金の不足と役人の汚職のあいだの矛盾に疑問を投げか
けた女性が逮捕された。その罪状は，反体制的な言説の流布を禁じた刑法117条
「反ラオス人民民主共和国宣伝」違反（懲役 1～ ₅年または500万～2000万キープ
［約564～2257ドル］の罰金）であった。なお，人権団体などは，この人物は反政府
活動家ではないとしてこの逮捕に反発している。世界的にも異常気象が続くなか
で，政府は今後，災害に対する行政的な対応力を一層強化していき，住民の不満
噴出を未然に防ぐことが求められている。

土地問題に一定の進展
　 ₆月，長年にわたり審議が続いてきた土地法の改正案が，国会で賛成多数で可
決された。これによって個人や企業の土地所有権が拡大されたが，国会では企業
や富裕層による土地の買い占めが発生し，一般市民が農地を確保できなくなるこ
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となどを懸念する声もあった（Vientiane Times，2019年 ₆ 月24日）。なお，2020年
1 月末現在，新土地法は官報で公表されておらず，発効が見送られる形となって
いる。新法の社会的影響が注視される。
　関連して ₉月には，全国のコンセッション契約が締結された土地の利用実態に
関する調査が実施された。その結果，契約の結ばれた全国1170万ヘクタールの土
地のうち，実際に利用実態があるのは55万ヘクタールに満たないことが判明した。
政府は今後，土地の権利に関する法規制を整備しつつ，その利用の効率化をさら
に進めていくことになろう。

経 済

経済は緩やかに成長
　経済成長は鈍化傾向にあった。11月時点での推計では，実質国内総生産（GDP）
成長率は目標値6.7％を下回る6.4％となり，前年（6.3％）から ₂年連続で ₆％台前
半に留まった。また 1人当たり GDPも，計画の2726ドルを下回る2683ドルと
なった。
　農林水産業の成長率は2.8％となり，前年の1.3％からはやや持ち直したものの，
低水準となった。分野別では農業が2.3％，畜産が4.3％，林業が0.8％，漁業が
4.8％の成長であった。世界的に流行したアフリカ豚熱だけでなく，トウモロコ
シの害虫被害，歴史的な旱魃とその後の全国的な洪水といった自然条件の変化に
大きな影響を受けた 1年となった。とくに洪水の影響は深刻で，政府推計によれ
ば，被災した水田は全国で約17万ヘクタールに及び，そのうち約10万ヘクタール
余りでは収穫がゼロとなった。年初に予測された収穫高の13.63％が失われた計
算となる。そのため ₉ 月には米価が20％以上も高騰し，政府は備蓄米を安価に売
却するなどの対応に追われた。
　工業の成長率は7.1％となり，前年値7.8％と計画値8.3％をいずれも下回ったが，
比較的高い水準を維持した。とくに建設業は，中国支援による高速鉄道や高速
道路プロジェクトの特需に支えられて16.8％という高い成長を記録した。一方，
エネルギー分野は計画を3.5ポイント下回る6.1％成長となり，伸び悩んだ。前年
のセーピアン・セーナムノーイダム決壊事故を受け，政府は全国の水力発電所，
全73カ所の安全点検を進めた。政府は主要輸出産業として水力発電を重視して
おり，タイへの電力輸出量を2020年 ₂ 月現在の5620MWから2030年頃までに
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9000MWへ，同じくカンボジアへは195MWから6000MW，ベトナムへは572MW
から5000MW，ミャンマーへは10MWから300MW，マレーシアへは100MWから
300MWにそれぞれ拡大し，新たにシンガポールへ輸出を開始することを目指し
ている。売電による年間の収入は，2014年は ₅億7000万ドルだったが，2018年
には13億ドルにまで拡大していた。これは全産業の輸出総額の約 ₅分の 1を占
める。2019年は水力発電所12カ所（6000MW相当）が操業を開始し，2021年まで
に27カ所が完成予定である。他方，土地収用に伴う財政的負担は地価高騰を背
景に拡大し続けており， ₃月の政府発表によれば，これまでにダム建設の影響
で移住した住民は 1万2000世帯， ₆万人となり，補償金の総額は ₅億ドルに及
んでいる。資源依存型の大規模事業に頼った経済開発の限界が見え始めており，
政府は後述のとおり中小企業開発などを急いでいる。
　サービス業は，前年値6.9％と計画値6.6％をやや上回る ₇ ％の成長率を記録し
たが，課題も多い。分野別成長率は卸・小売・車両修繕が9.9％，不動産が6.7％，
金融・保険が7.7％，宿泊・飲食が5.3％となった。政府はとくに観光業を重視し，
「ラオス・中国観光年」と銘打って中国人観光客誘致を政府間で協力して進めた。
また ₇月には，首都のワッタイ国際空港などで電子ビザ発給が開始され，シェン
クアン県のジャール平原が国内 ₃カ所目となるユネスコ世界遺産に登録されると
いった成果もあった。その結果，観光客総数は目標の450万人を超える前年比
14％増の470万人となったが，そのうち102万人は中国人が占めており（前年比
27％増），キャンペーンを背景とした短期的な成果に終わる可能性もある。また，
₈月には中国人観光客44人を乗せた観光バスがルアンパバーン近郊の崖から転落
し，13人が死亡する事故も発生した。基礎的な経済・社会インフラの改善や， 1
人当たり消費金額の大きい欧米諸国などからの観光客誘致が課題となっている。

投資環境と貿易赤字の改善に向けた動きを継続
　民間投資は好調で，認可額は ₉月末時点で計画の88.02％に当たる23億791万ド
ル（1266件）となった。ただし，これは鉄道や道路などの大型事業への投資が大半
を占め，他業種への中小規模の投資は遅れている。また，10月に世銀が発表した
Ease of Doing Businessランキングは154位となり，とくに起業のしやすさでは181
位と低迷した。政府は投資環境の改善を急ぎ， ₂月には企業登記手続きを10項目
から ₄項目に削減し，所要期間を現在の約 ₆カ月から ₂カ月以内に短縮すること
を目指すと発表した。また， ₉月には中小企業振興基金を設立し，中国政府が低
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金利で提供した ₃億ドルの資金を元手として，中小企業への低金利融資を開始し
た。投資の多角化による大型投資依存からの脱却が期待される。
　貿易は，輸出が56億300万ドル，輸入が57億4000万ドルで， 1億3700万ドルの
赤字となった。貿易赤字改善への見通しは立っておらず，2020年は 1億9300万ド
ルの赤字となる見込みである（Vientiane Times，2020年 ₂ 月10日）。その背景には
鉄道や高速道路の建設に伴う資材等の輸入拡大があるとみられ，やはり経済構造
の根本的な転換が必要となっているといえよう。

財政改善に向けて税制を改革
　政府財政は，11月末時点の推計で，年間歳入額が計画の96.84％にあたる25兆
6650億キープ（約28億9640万ドル），同歳出額が計画の98％にあたる33兆820億
キープ（約38億1673万ドル）となり，財政赤字は GDP総額の4.6％にあたる ₇兆
4160億キープ（約 ₈億3693万ドル）となった。税収は，2020年初頭の発表によれば，
計画の92.72％にあたる11兆4330億キープ（約12億9026万ドル）となり，前年より
も5800億キープ（約6546万ドル）増加した。
　近年，税制改革が進められ，とくに低所得者優遇の方針が強化されてきた。そ
の背景には，財政赤字の抜本的改善を図りつつも，近年ますます物価高騰が進む
状況下で国民の不満を少しでも軽減しようという意図があろう。2017年には自動
車や木材の密輸取り締まりと関税徴収の徹底，2018年には道路税の徴収強化など
が着手され，2019年には ₆月の国会で税制改革が行われた。まず付加価値税率が
改定され，近年高騰が続く燃料に関しては，品目ごとに ₉～39％で設定されてい
たものが ₅～35％に引き下げられた。そして低所得者層に利用者の多い110CC
自動二輪の給油については，一気に20％から ₅％へ引き下げられた。一方，ゴル
フ場利用料に関しては10％から25％へ，カジノ利用料についても35％から50％に
引き上げられた。また，所得税法も改正され，所得税免除の対象となる所得額の
上限が月収100万キープ（約113ドル）から130万キープ（約147ドル）に引き上げられ
た。これは前年の民間最低賃金の値上げ（90万キープから110万キープ）に対応し
た金額だといえるが，国会では150万あるいは200万キープにまで引き上げるべき
との意見も提出され，議員の16％が反対票を投じるに至った（Vientiane Times，
2019年 ₆ 月20日）。物価の高騰と財政赤字の拡大という ₂つの問題を前に，政府
は難しい舵取りを迫られている。
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対 外 関 係

中国との「運命共同体」の具体化が進展
　対中関係では ₄月の国家主席・党書記長会談において，「運命共同体建設に関
するラオス人民革命党と中国共産党のマスタープラン」が締結された。これは
2013年に習近平国家主席が提唱し，2016年にラオス・中国両国の国家主席間の共
同声明で初めて明文化された「運命共同体」という理念を具体化することを目指
して，政治，経済，国防・公安，文化・民間，環境の ₅分野で ₅カ年の協力計画
を作成することを合意するとともに，それらの計画の大枠を示すものである。政
治面では汚職対策や国際関係分野などで協力を促進し，経済面では一帯一路計画
などの大型事業だけでなく地方間協力や国内産業振興支援も進めるとした。一方
国防・公安面では，軍幹部の交流だけでなくさまざまなレベルの軍人教育を支援
し，一帯一路計画などに関連した国内秩序不安定化の問題を協力して解決してい
くことなどで合意した。ただし，この文書の有効期間は ₅年間で，永続的な関係
性のあり方を示したものとはなっていない。
　具体的動きとしては，軍事分野の協力が目立った。ラオス人民軍は 1月20日，
創設70周年を迎えて大規模な軍事パレードを実施した。中国はそれを記念して，
103軍事病院，コムマダム軍事アカデミー，軍事パレード場をそれぞれ改修する
など27のプロジェクトを完成させた。なお，パレードの来賓としては苗華人民解
放軍政治工作部主任が列席した。また ₈月には両国軍の医療チームによる合同演
習がヴィエンチャンで実施された。さらに11月には魏鳳和国防相が来訪し，ブン
ニャン国家主席らと会談した。こうした軍事面の関係強化が，ラオス政府の南シ
ナ海問題への姿勢にどう影響していくかが注視される。
　また戦線組織や議会の交流も活発だった。党大会を見据えて政策の共有を図る
目的があったとみられる。 ₃月，サイソムポーン建国戦線議長が北京で汪洋人民
政治協商会議（政協）主席，栗戦書全国人民代表大会常務委員長らと会談し，宗教
政策や民族政策などを協議して，戦線工作に関する2019年から ₅カ年の協力協定
を政協と締結した。 ₇月，第 ₈回両党理論検討会「ラオス・中国両国の現代的社
会主義建設の教訓」が開催され，チャンシー党中央組織委員会委員長は黄坤明中
央宣伝部長・中央書記と会談した。さらに11月には汪政協主席が来訪し，12月に
はパニー国会議長とキケオ情報・文化・観光相が訪中した。政治理論面では従来，
ベトナムの影響が強かったが，中国との交流がますます活発化している。
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　貿易や投資も拡大を続けた。対中貿易額は，輸出が前年比8.9％増の19億4000
万ドル，輸入が同29.6％増の16億ドルとなった（Pasason，2020年 ₂ 月20日）。輸
入増加の主な要因は，先述の通り中国の支援を受けて進められている鉄道や高速
道路の建設にかかる資材輸入である。鉄道は ₈割が完成したが，ヴィエンチャン
と中国国境を結ぶ高速道路は ₄区画中 1区画が半分完成した段階であり，建設資
材の大規模な輸入は今後も続くだろう。一方輸出拡大策としては，中国による輸
入関税97％免除の方針が上記のマスタープランで合意され，調整が続けられてい
る。中国からの直接投資は1988年からの累計で782件，125億ドルで，ラオスに
とって中国は最大の投資国となっている。2019年の経済特区への投資額は，サイ
セーター総合開発区で10億ドル，ボーテン特定経済区で約 ₃億ドルとなった。 ₇
月には2017年の習国家主席来訪時に基本合意された中小企業振興費 ₃億ドルの低
金利融資が正式合意された（「経済」の項参照）。これにより，中小規模の国内輸
出産業が活性化され，大型投資への依存が軽減することが期待される。

ベトナムとの「特別な関係」は安定して推移
　ベトナムとの間では「特別な関係」の理念に基づき，緊密な交流が続いている。
₂月，グエン・フー・チョン・ベトナム共産党書記長が国家主席就任後最初の外
遊先としてラオスを訪問し，ブンニャン国家主席と会談した。その共同声明では，
両国の「偉大な友好関係，特別な団結，全面的協力」が強調され，その友好の歴
史を両国の教育機関のカリキュラムに導入して若い世代に「貴重な共同の遺産」
として継承することや，国境地域の「不法」な定住への対策を継続することなど
が合意された。また，南シナ海問題を含む地域・国際問題については「公式に情
報を交換し，堅固かつ効果的に連携し，相互を支持することで一致」した。10月
には，「在ラオスベトナム人志願兵・専門家の伝統70周年」の祝賀行事が両国家
主席列席の下，ハノイで行われた。これは内戦期のラオスに兵士などとして派遣
されたベトナム人の功績を顕彰するものであった。両国の緊密な協力関係の基礎
には，中越戦争中も途切れることなく続いてきた友好の歴史があり，ラオスにお
ける中国の存在感が増すなかで，その伝統を確認し，更新していく作業がますま
す重視されるようになっている。
　経済面では，両国間の2019年の貿易総額が前年から12.8％増加し，目標の10億
ドルを突破した。また，大型インフラ開発に進展があり，10月，ヴィエンチャン
＝ブンアン港（ベトナム・ハティン省）鉄道について，ラオス石油交易公社が実施
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可能性調査を実施し，インドネシアの鉄道開発協会が建設を行うことで合意した。
インドネシア側にはラオスへの石炭の輸出を拡大するねらいがあり，建設費の一
部も同国の鉄道開発協会や国営鉄道車両製造会社インダストリ・クレタ・アピな
どが負担する。早ければ2021年に建設を開始し，2024年の完成を目指す。仏領期
から棚上げされ続けてきたこの計画が実現すれば，ラオス＝ベトナム間の輸送網
は大幅に改善され，貿易や投資への効果が期待される。

ロシアとの国防・公安分野での協力が拡大
　2019年はロシアとの国交59周年にあたり，とくに国防・公安分野で協力関係強
化が進んだ。 1月，先述の人民軍創設70周年式典に，ベトナム，中国，カンボジ
ア，ミャンマー，タイと並んでロシアの代表が参列し，ロシア製の戦闘機も披露
された。 ₄月，ニコライ連邦保安局長官がヴィエンチャンでトーンルン首相と，
チャンサモーン国防相がモスクワでセルゲイ国防相と会談した。 ₇月，スパン計
画・投資相が第15回両国経済財政・科学技術協力会議出席のためモスクワを訪問
した際には，ロシア連邦保安局とラオス人民革命党中央国防委員会の協力協定，
原子力の平和利用に関する協力協定などが締結された。 ₉月，「ロシアの共産主
義者」党のマクシム党首が来訪し，パンカム国家副主席・党政治局員らと会談し
た。またロシアの国防省は年内にヴィエンチャンにオフィスを設置し，ラオスの
軍人教育への支援を拡大した。人民革命党は1950年代末から90年代初頭まで軍事
を含む包括的な支援をソ連から受けた経験があり，その歴史を活かす形で協力関
係の強化が進められている。

北朝鮮との関係は安定
　2019年は北朝鮮との国交締結45周年にあたり，交流が目立った。 ₃月，李洙墉
朝鮮労働党副主席・対外関係委員長が来訪し，パンカム国家副主席らと会談した。
両者は「両党・両国・両人民の古くからの伝統的な協力・友好関係」を確認した
のち，地域・国際情勢について意見を交換し，外交関連の協力文書を締結した。
₅月，康潤錫中央裁判所長・朝鮮労働党中央委員が来訪し，パニー国会議長，サ
イシー司法相らと司法・立法分野の協力を協議した。 ₈月，金日成・金正日主義
青年同盟の副書記（党中央委員）が来訪し，青年組織間の協力を協議した。 ₉月，
パンカム国家副主席が平壌で崔龍海最高人民会議常任委員長と会談して地域・国
際情勢について討議した。北朝鮮問題が国際的に取り沙汰されるなかでも，両国



252

党大会準備の本格化と経済の漸進的改革

関係は社会主義政党間の友好関係を基礎として安定して推移している。

カンボジアとの国境問題が基本的に解決
　カンボジアとのあいだでは，2017年からチャンパーサック県の国境で両国軍が
対峙する状況が続いていたが， ₈月29日両軍の撤退が実現した。その後 ₉月にプ
ノンペンで行われた首相会談では，両国関係を「全面的かつ長期安定的な戦略的
パートナーシップ」へ格上げし，両国国境を「平和・友好・長期安定的協力の国
境」として改良していく方針が合意された。また同会談では，ラオスからカンボ
ジアへの電力輸出量を ₉月当時の10MWから2027年までに2400MWへ拡大する
ことも合意された。ラオス側は上述のとおり，さらなる輸出拡大を展望している。
両国国境は依然として14％が未合意のままであるが，経済面での協力関係を強化
することで国家間関係を安定化させることが目指されている。

2020年の課題
　2020年は党大会本大会を翌年に控え，県や中央省庁レベルで党大会が開催され
る。人事面では，汚職対策などを進めつつ，国民の信用を獲得しうる清廉かつ有
能な幹部を登用していくことが課題となる。また，カイソーン思想などの体制を
正当化する理論を整備していくことも目指されよう。SNSなどを通じた体制へ
の不信感の表出も目立つ状況下で，災害対策や土地問題，新型コロナウイルス感
染症対策などでも適切な対応が求められる。
　経済面では，不安定化する自然環境の変化に迅速に対応しつつ，低迷する農業
を復興し，国民の負担を軽減するという困難な課題を負っている。基幹産業とし
ては引き続き水力発電所を中心に電力開発を進めることになるが，中長期的視野
から投資環境の整備を進め，中小企業を活性化していくことは，土地紛争や環境
問題の悪化を防ぐうえでも重要な課題となる。財政面では，2019年に改定された
付加価値税と所得税を適正に執行するなどして，低所得者層の政権への信頼回復
に努めつつ，財政の健全化を図ることが求められる。
　外交面では，中国とベトナムとの関係が引き続き軸になろう。対中関係では，
鉄道工事が概ね完成する見込みで，2021年の運行開始に向けて職員の雇用や訓練
などを協力して進めることなどが課題となる。ベトナムとの関係では，「特別な
関係」の伝統の継承を進めるとともに，ヴィエンチャン＝ブンアン港鉄道計画な
どの新たな課題に着実に取り組んでいくことが求められる。 （外務省専門分析員）
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1 月 1 日 ▼タイのアマタコーポレーション，
AMATA Smart & Eco Cityを建設することで
ウドムサイ県と合意。
5 日 ▼第41回ラオス・ベトナム協力会議開

催（～ ₆日）。両国首相が出席。
16日 ▼ラオテレコム，1996年創業の通信大
手ビムペル社を4200万ドルで買収。
19日 ▼ 103軍事病院の改修工事完了。中国

が2900万ドルを支援。

▼人民軍博物館の改修工事開始。ベトナム
が150万ドルを支援。
20日 ▼人民軍創設70周年式典開催。
25日 ▼ラオス・中国観光年，開幕。
26日 ▼前年のセーピアン・セーナムノーイ
ダム決壊事故の被害者遺族に，運営会社が 1
人 1万ドルの補償金支払いを実施。
2 月 1 日 ▼企業登記手続きを10項目から ₄項
目に簡素化する首相令発布。
5 日 ▼労働・社会福祉省，労働者の安全と

健康に関する省令第22号を公布。
6 日 ▼ 教育・スポーツ省，2013/14年度か

ら一時停止していた民間教育機関の学士コー
スプログラム提供を一部承認。
14日 ▼サイソムポーン建国戦線議長，カン
ボジア祖国発展連帯戦線との国境関連会議に
出席。前年来の国境問題を協議。
15日 ▼メコン－ランツァン協力で，中国政
府が450万ドルを支援。
16日 ▼ トーンルン首相，ブルネイを訪問

（～17日）。石油開発などを協議。
19日 ▼月例閣議で土地のコンセッション契

約の問題を協議（～20日）。
21日 ▼第13回ラオス・カンボジア協力会議

開催（～22日）。国境問題などを協議。
22日 ▼党中央組織委員会，ヴィエンチャン

県の党副書記ら ₇人を汚職容疑で処分。

24日 ▼ ベトナムのチョン国家主席，来訪
（～25日）。ブンニャン国家主席と会談。
25日 ▼党中央，全国の郡党書記50人を対象

に政治理論講習を実施（～ ₃月 ₈日）。
3 月 4 日 ▼政府，首都高速道路 1号線につい
て，同名企業とコンセッション契約を締結。
6 日 ▼政府，シェンクアン県で12月に開催

予定の国体の再延期を決定。
11日 ▼首都ヴィエンチャンで PM2.5発生。

▼チャンシー党中央組織委員会委員長，訪
日（～15日）。二階自民党幹事長，志位共産党
書記長らと会談。
12日 ▼党中央政治局，カイソーン思想研究

委員会を設置。キケオ党中央宣伝・訓練委員
会委員長を責任者に任命。
17日 ▼サイソムポーン建国戦線議長，訪中

（～21日）。汪人民政治協商会議主席と会談。
18日 ▼パニー国会議長，訪日（～22日）。大

島衆議院議長らと会談。
27日 ▼李朝鮮労働党副主席，来訪（～31日）。

パンカム国家副主席らと会談。
31日 ▼ スントーン対外関係委員長，訪中

（～ ₄月 ₄日）。黄中央宣伝部長らと会談。
4 月 9 日 ▼ヌーハック元国家主席の記念館開
設。セレモニーにブンニャン国家主席列席。
19日 ▼アートサパントーン財務副大臣，首

都ヴィエンチャン副知事に就任。
22日 ▼政府，アッタプーとセコーンの金鉱

山再開発について，ワンタット鉱業社と合意。
24日 ▼チャンサモーン国防相，ロシアでセ

ルゲイ国防相と会談。軍事協力拡大を合意。
25日 ▼ ブンニャン国家主席，訪中（～ ₅月
1日）。「一帯一路」国際協力ハイレベル
フォーラムに出席。習国家主席と「運命共同
体マスタープラン」を締結。
5 月 6 日 ▼ 康北朝鮮中央裁判所長，来訪（～

重要日誌 ラオス　2019年
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₉日）。サイシー司法相らと会談。
▼第10期第 ₈回党中央委員会総会開催（～

14日）。党大会政治報告案などを協議。
22日 ▼ベトナムのマイ党大衆工作委員長，

来訪（～24日）。建国戦線本部を訪問。
24日 ▼ベトナムのビナミルク社とラオスの

ジャクロ社，シェンクアン県での有機農場の
共同開発を合意。総予算 ₅億ドル。
28日 ▼国家調査委員会，セーピアン・セー

ナムノーイダム決壊事故原因調査結果を公表。
30日 ▼カンボジアのヘン・サムリン国民議
会議長，来訪（ ₆月 1日）。国境問題について
パニー国会議長と会談。

▼トーンルン首相，安倍首相と会談。人材
育成，北朝鮮問題などを協議。
6 月 1 日 ▼トーンルン首相，ベトナム訪問。
フック首相とインフラ開発について協議。
5 日 ▼第 ₈ 期第 ₇回国会，開催（～25日）。

改正土地法，災害管理法などを可決。
11日 ▼最高人民検察，シンガポールと越境
犯罪取り締まりの強化を合意。
12日 ▼ヴィエンチャン県知事の交代式開催。
カムパン前最高人民裁判所長官が就任。
13日 ▼抗仏運動指導者オンケオの功績を記
念する公園，セコーン県に開設。
14日 ▼ ラオス・タイ第 ₅友好橋（ボリカム

サイ＝ブンカーン）の建設を政府間で合意。
総工費1.26億ドル， ₃年後の完成を予定。
21日 ▼最高人民裁判所長官の交代式を実施。
カムパー前副長官が就任。
26日 ▼国立大学ドンドークキャンパスで孔
子学院の新校舎が完成。中国政府が約1000万
ドルを支援して建設。5000人を教育。
28日 ▼ラオス・タイ鉄道のフェーズ ₂（7.5 

km，9.94億バーツ）の着工を政府間で合意。

▼政府，虚偽情報流布の疑いで Facebook
のアカウント 1件を閉鎖。

7 月 3 日 ▼建国戦線，若手起業家協会と初会
合。民間セクターの経済開発への動員を模索。
6 日 ▼ジャール平原，世界遺産に登録。
8 日 ▼第 ₈ 回ラオス・中国党理論検討会，

開催（～12日）。
9 日 ▼スパン計画・投資相，ロシア訪問。

安全保障，原子力開発などの協力を合意。

▼ワッタイ国際空港にて eVisaサービス開
始式典，開催。
10日 ▼中国，中小企業開発への ₃億ドルの
低金利融資を正式決定。
12日 ▼ワンタオ・ポーントーン特別経済区

建設起工式，開催。
23日 ▼月例閣議開催（～24日）。アフリカ豚
熱，旱魃，SNS規制などを協議。
29日 ▼ ルアンパバーン県で洪水。約370世

帯に被害。
8 月 7 日 ▼カイソーン思想研究委員会，会合。
ベトナムのホーチミン政治学院が協力。
9 日 ▼複合観光施設ランサーンカルチュラ

ルパーク，首都ヴィエンチャンで着工。総工
費8000万ドル。

▼ブンニャン国家主席，ベトナム訪問。
チョン国家主席と会談。
15日 ▼ ブントーン副首相，ベトナム訪問

（～18日）。汚職対策を協議。
16日 ▼ベトナムのネン党中央事務局長，来

訪（～18日）。党中央事務局間の協力を協議。
19日 ▼ラオス人民軍と中国人民解放軍の医

療部隊，ヴィエンチャンで合同演習を実施。

▼中国人観光客ら46人を乗せた観光バス，
ルアンパバーンで崖から転落。13人死亡。
22日 ▼朝鮮労働党中央委員を含む金日成・

金正日主義青年同盟代表団，来訪（～28日）。
26日 ▼バンコクを拠点とするラオス人人権

活動家オッド氏，失踪。
29日 ▼ラオス・カンボジア国境で対峙して
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いた両国軍が撤退。
▼中・南部で洪水。 ₆県，54万人に被害。

9 月 4 日 ▼中小企業振興基金，設立。
5 日 ▼韓国の文大統領，来訪（～ ₆日）。ブ

ンニャン国家主席と会談。ICT，貿易などの
協力を協議。無名戦士墓地を訪問。

▼臨時閣議で中・南部洪水への対策を協議。

▼ナムギエップ 1ダム，操業開始。
10日 ▼ パンカム国家副主席，北朝鮮訪問

（～14日）。崔最高人民会議常任委員会委員長
と会談。
12日 ▼ 中・南部洪水への政府対応を SNS

で批判した女性，逮捕。

▼トーンルン首相，カンボジア訪問（～13
日）。フン・セン首相と共同声明を調印。
15日 ▼マクシム・ロシアの共産主義者党党

首，来訪。パンカム国家副主席らと会談。
17日 ▼ベトナムのフン国家銀行総裁，来訪。
米中貿易摩擦への対応などを協議。
10月 1 日 ▼ トーンルン首相，ベトナム訪問
（～ ₃日）。フック首相と共同声明を調印。
9 日 ▼カイソーン思想研究委員会会合。

▼ ODA管理の厳格化に関する首相令発布。
10日 ▼ソムパオ前ラオス銀行総裁，ペット

サモーン前ウドムサイ県知事ら， ₅人の党政
府・幹部が引退を発表。
11日 ▼スパン計画・投資相，引退。ソーン
サイ副首相が兼任。
14日 ▼第10期第 ₉回党中央委員会総会，開

催（～23日）。財政，国防公安，戦線工作，党
大会準備などを協議。
15日 ▼政府，ヴィエンチャン＝ブンアン港
鉄道について石油交易公社と実施可能性調査
の実施を合意。2021年建設開始を目指す。
17日 ▼環境保護基金内に気候変動対処用の
基金を設置。
21日 ▼ Lao-China Securities社，ラオス外国

商業銀行の株式19％を購入。政府の持ち株比
率は51％に。
24日 ▼ハンガリーのヤーノシュ大統領，来

訪（～27日）。

▼トンサリット党中央事務局長，カムパン
党中央宣伝・訓練委員会委員長，就任。
25日 ▼プーウォン国家政治行政学院長代行，

就任。ブアソーン国家経済研究所所長，引退。
29日 ▼「在ラオスベトナム人志願兵・専門

家の伝統70周年式典」，ハノイで開催。
30日 ▼ボーセンカム情報・文化・観光相，

引退。キケオ党書記局員が同相に就任。
11月 1 日 ▼ポンサリー県知事代行にカムポー
イ副知事が就任。
7 日 ▼ 第 ₈ 期第 ₈回国会，開催（～12月 ₆

日）。男女平等法，映画法など ₈法案可決。
13日 ▼中国の魏国防部長，来訪。ブンニャ
ン国家主席と会談。

▼ラオス・中国電力投資社，発足。ラオ
ス・中国鉄道に電力を供給予定。
16日 ▼中国の汪人民政治協商会議主席，来
訪（～19日）。
22日 ▼シンガポールのフードデリバリー企

業 foodpanda，開業。
26日 ▼トーンルン首相，韓国で文大統領と

会談。知的財産権，職業訓練などを協議。
12月 4 日 ▼国会で国家幹部69人の任務遂行評
価（信任投票）を実施。
10日 ▼ ベトナムのビン副首相，来訪（～12

日）。ブントーン副首相と会談。
16日 ▼ パニー国会議長，キケオ情報・文

化・観光相，訪中（～20日）。
19日 ▼第 ₂ 回拡大閣議，開催（～20日）。災
害対策や土地問題などを協議。
28日 ▼シェンクアン地区革命指導本部記念

公園，開設。革命運動の歴史を顕彰。
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　 1 　国家機構図（2019年12月末現在）

　 2 　政府主要人名簿（2019年12月末現在）

国家主席（大統領） Bounnyang Vorachith
国家副主席（副大統領） Phankham Viphavanh
国民議会（国会）議長 Pany Yathotou＊

　内閣
首相 Thongloun Sisoulith
副首相兼計画・投資相 Sonexay Siphandone
副首相兼政府検査機構長・反汚職機構長
 Bounthong Chitmany
副首相兼財政相 Somdy Douangdy
国防相 Chansamone Channyalath

公安相 Vilay Lakhamfong
内務相 Khammanh Sounvileuth
天然資源・環境相 Sommath Pholsena
情報・文化・観光相
 Kikeo Khaikhamphithoune
農林相 Lien Thikeo
司法相 Xaysi Santivong
労働・社会福祉相 Khampheng Saysompheng
国家主席府相 Khammeung Phongthady
エネルギー・鉱業相 Khammany Inthirath
工業・商業相 Khemmany Pholsena＊
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科学 ･技術相 Boviengkham Vongdara
外務相 Saleumxay Kommasith
教育・スポーツ相 Sengduean Lachanthaboun＊

郵便・テレコミュニケーション相
 Thansamy Kommasith
公共事業・運輸相 Bounchanh Sinthavong
保健相 Bounkong Sihavong
首相府大臣 Chaleun Yiapaoher
 （政府報道官）
 Phet Phomphiphak
 （首相府官房長官）
 Bounkeuth Sangsomsak
 （フランコフォニー・国境・国際法担当）
 Alounkeo Kittikhoun
 （外務担当）
 Souvanpheng Bouphanouvong＊

 （法治担当）
 Vidong Xaynyason
ラオス銀行総裁 Sonexay Sitphaxay

　 3 　ラオス人民革命党政治局員
Bounnhang Vorachith （党書記長，国家主席）
Thongloun Sisoulith （首相）
Pany Yathotou＊ （国会議長）
Bounthong Chitmany
 （副首相兼政府検査機構長・反汚職機構長）
Phankham Viphavanh （国家副主席，党書記局）
Chansy Phosikham （党組織委員会委員長）
Xaysomphone Phomvihane（国家建設戦線議長）
Chansamone Channyalath （国防相）
Khamphanh Phommathat
 （党中央宣伝・訓練委員会委員長）
Sinlavong Khoutphaythoune
 （ヴィエンチャン都知事）
Sonexay Siphandone （副首相兼計画・投資相）

　 4 　国民議会（国会）
議長 Pany Yathotou＊

副議長 Sengnouan Xaynyalath
 Somphanh Phengkhammy
 Bounpone Bouttanavong
 Sisay Leudethmounsone＊

常務委員会 Pany Yathotou＊

 Sengnouan Xaynyalath
 Somphanh Phengkhammy
 Bounpone Bouttanavong
 Sisay Leudethmounsone＊

 Saythong Keoduangdy
 Bounpone Sisoulath
 Vilayvong Boutdakham 
 Somphou Duangsavanh
 Buaphanh Likaiya＊

 Khamsouk Vi-inthavong
 Buakham Thippavong＊

 Eksavang Vongvichit
 Suansavanh Vinyaket＊

国会分科委員会委員長
　外務 Eksavang Vongvichit
　諸民族 Buaphanh Likaiya＊

　計画・財政・監査 Vilayvong Boutdakham
　文化・社会 Somphou Duangsavanh
　国防・治安維持 Khamsouk Vi-inthavong
　法務 Saythong Keoduangdy
　経済・技術・環境 Bounpone Sisoulath
　司法 Buakham Thippavong＊

　国会書記局 Suansavanh Vinyaket＊

　 5 　司法機構
最高人民裁判所長官 Khampha Sengdara
最高人民検察院院長 Khamsane Souvong

（注）　＊は女性。
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主要統計 ラオス　2019年

　 1　基礎統計
2015 2016 2017 2018 2019

人 口（年央，10,000人） 649 6781） 6901） 7011） n.d.
為替レート（ 1ドル＝キープ） 8,150.4 8,179.6 8,348.7 8,481.0 8,861.0
（注）　 1）推計値。
（出所）　人口は，Lao Statistics Bureau, Statistical 40 Years 1975-2015; Statistical Yearbook 2017,同 2018。
為替レートは，Bank of the Lao PDR, Annualu Report 2015;同 2016;同 2017;同 2018，およびラオス銀
行ウェブサイト（https://www.bol.gov.la/referenceRate）（2020年 ₂ 月20日最終閲覧）。

　 2　GDP成長率と物価上昇率 （％）
2015 2016 2017 2018 20191）

実 質 Ｇ Ｄ Ｐ 成 長 率 7.3 7.0 6.9 6.3 6.4
農 業 3.6 2.8 2.9 1.3 2.8
工 業 7.0 12.0 11.6 7.8 7.1
サ ー ビ ス 8.0 4.7 4.5 6.9 7.0

消 費 者 物 価 上 昇 率 1.3 1.6 0.8 2.0 3.0
（注）　 1）推計値。　2014年の統計より価格基準年を2012年に変更。
（出所）　Lao Statistics Bureau, Statistical Yearbook 2018. Vientiane Times 2019年11月 ₈ 日，11月15日。
3 　産業別国内総生産（実質，2012年価格）� （単位：10億キープ）

20141） 20151） 20161） 20171） 20182）

農 業 ・ 林 業 ・ 水 産 業 19,091 16,791 17,254 17,750 17,975
農 業 12,388 10,946 11,289 11,710 11,767
畜 産 業 3,373 2,171 2,301 2,437 2,510
林 業 691 1,314 1,229 1,090 1,066
水 産 業 2,639 2,360 2,435 2,513 2,631
工 業 32,052 32,739 36,667 40,923 44,119
鉱 業 ・ 採 石 13,154 10,617 11,052 10,579 9,891
食 品 2,294 1,620 1,645 1,721 1,792
飲 料 ・ タ バ コ 940 1,568 1,627 1,627 1,703
布 ・ 衣 服 ・ 靴 ・ 皮 革 787 1,357 1,368 1,378 1,413
そ の 他 製 造 業 3,794 4,152 4,331 4,642 5,044
電 気 4,373 6,856 9,539 12,629 14,089
上 下 水 道 427 276 285 301 322
建 設 6,282 6,292 6,820 8,046 9,864
サ ー ビ ス 業 31,162 41,990 43,943 45,926 49,044
卸 売 ・ 小 売 ・ 車 両 修 繕 9,502 13,622 14,516 15,566 17,231
運 輸 ・ 貯 蔵 1,167 1,482 1,606 1,715 1,798
宿 泊 ・ 飲 食 2,043 3,199 3,162 3,010 3,242
情 報 ・ 通 信 2,284 1,932 2,013 2,100 2,304
金 融 ・ 保 険 1,954 2,288 2,466 2,704 2,970
不 動 産 3,789 7,137 7,401 7,660 8,031
専門的サービス・科学技術 - 1,417 1,518 1,609 1,677
公共サービス・国防・治安維持 5,764 6,888 7,128 7,331 7,480
教 育 1,514 1,852 1,892 1,931 1,963
保 健 ・ 社 会 福 祉 400 516 519 522 526
芸術・エンターテイメント・娯楽 514 - - - -
そ の 他 サ ー ビ ス 2,251 1,659 1,723 1,777 1,823
税 ・ 輸 入 関 税 8,754 10,248 11,051 11,822 12,558
国 内 総 生 産（GDP） 91,058 101,768 108,915 116,422 123,696
（注）　 1）修正値。 ₂）推計値。
（出所）　Lao Statistics Bureau, Statistical Yearbook 2015;同 2016;同 2017;同 2018。
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　 4　主要農作物生産高� （単位：1,000トン）
2014 2015 2016 20171） 20182）

コ メ 4,002.4 4,102.0 4,148.8 4,055.4 3,279.1
ト ウ モ ロ コ シ 1,412.4 1,516.3 1,552.4 1,192.5 768.0
イ モ 類 1,872.2 2,767.2 2,797.2 2,541.5 3,511.6
野 菜 類 1,550.5 1,683.4 1,690.9 1,370.0 1,337.4
大 豆 17.0 18.7 19.1 8.0 4.7
落 花 生 59.3 62.0 63.2 49.1 34.4
煙 草 63.4 63.0 66.8 35.6 31.8

綿 1.2 1.9 2.5 2.2 1.6
さ と う き び 1,840.5 2,018.7 2,019.0 1,764.4 1,109.4
コ ー ヒ ー 113.6 135.9 136.6 150.8 156.0

茶 7.9 6.3 7.3 7.7 8.5
（注）　 1）修正値。 ₂）推計値。
（出所）　表 ₃に同じ。

　 5　主要品目別貿易� （単位：1,000ドル）
20161） 20171） 20182）

輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
動 物 及 び 動 物 性 生 産 品 75,549 14,341 64,784 40,736 126,622 94,715
植 物 性 生 産 品 124,849 508,924 119,177 583,573 110,894 488,271
動物性又は植物性の油脂など 3,934 175 5,036 103 5,548 498
調製食料品，飲料，タバコなど 349,657 105,954 442,415 415,919 487,393 434,521
鉱 物 性 生 産 品 718,652 763,747 786,314 2,155,473 979,001 2,248,098
化 学 工 業 生 産 品 184,234 158,482 240,802 152,242 320,181 226,875
プラスチック及びゴム製品など 105,498 80,122 170,017 155,671 200,510 180,570
皮 革 及 び 毛 皮 製 品 な ど 10,229 691 15,684 1,525 18,548 1,040
木 材 及 び そ の 製 品 な ど 10,614 25,608 12,501 36,655 55,103 39,854
木 材 パ ル プ， 紙 な ど 66,271 2,045 74,902 5,242 77,473 294,378
紡 織 用 繊 維 及 び そ の 製 品 120,021 150,889 129,599 185,901 155,387 199,248
履 物， 帽 子， 傘 な ど 7,172 33,998 8,960 51,439 8,400 61,618
石， セ メ ン ト， ガ ラ ス な ど 69,882 402 89,365 888 82,424 824
貴 石， 貴 金 属 製 品 な ど 75,767 145,480 57,035 208,652 87,038 184,816
卑 金 属 及 び そ の 製 品 403,843 397,136 826,749 394,065 658,374 487,711
機 械 類 及 び 電 気 製 品 な ど 1,040,427 250,642 1,361,453 441,455 1,680,378 511,130
車 輌， 航 空 機， 船 舶 な ど 668,484 1,628 653,259 28,392 663,558 19,949
光 学 機 器， 精 密 機 器 な ど 31,838 10,394 55,584 17,901 54,281 24,439
武 器， 銃 砲 弾 な ど 1,857 261 261 0 15,458 0
雑 品 38,246 11,732 45,415 33,892 61,232 42,287
美 術 品， 収 集 品 な ど 46 3 397 11 344 0
合 計 4,107,069 2,662,392 5,159,709 4,909,735 5,848,147 5,540,842
（注）　 1）修正値。　 ₂）推計値。
（出所）　表 ₃に同じ。
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　 6 　政府財政� （単位：10億キープ）
2015 2016 2017 20181） 20192）

歳 入 ・ 贈 与 23,699 20,716 22,615 23,609 25,875
経 常 収 入 19,080 18,967 20,419 22,095 23,905
税 収 入 16,321 16,154 16,920 17,088 18,410
税 外 収 入 2,759 2,813 3,499 5,007 5,495

贈 与 4,618 1,749 2,197 1,514 1,970
歳 出 30,230 27,258 30,339 30,346 32,916
経 常 支 出 18,035 19,913 17,534 18,989 21,425
非 金 融 資 産 純 増 12,196 7,345 12,805 11,356 11,490

総 合 収 支 -6,531 -6,542 -7,724 -6,737 -7,040
純 貸 出 / 借 入 -6,531 -6,542 -7,724 -6,737 -7,040
金 融 資 産 純 増 858 -3,154 717 -2,893 0
債 務 純 増 2,906 -88 8,309 3,303 7,040
統 計 上 の 不 一 致 -4,484 -3,475 -131 -541 0
（注）　 1）推計値。 ₂）予測値。
（出所）　IMF, IMF Country Report, No.19/267.

　 7　国際収支� （単位：10億キープ）
2015 2016 2017 20181） 20192）

経 常 収 支 -3,220 -1,752 -1,816 -2,170 -2,311
貿 易 収 支 -2,975 -1,495 -1,436 -1,609 -1,560
輸 出（ＦＯＢ） 3,753 4,409 5,110 5,295 6,037
輸 入（ＣＩＦ） 6,728 5,904 6,546 6,903 7,597

サ ー ビ ス 収 支（純） -234 -188 -261 -233 -351
所 得 収 支（純） -232 -325 -445 -571 -646
移 転 収 支（純） 221 255 327 242 247

資 本 収 支 36 22 22 21 21
金 融 収 支 3,872 3,058 3,055 2,937 2,504
外 国 直 接 投 資（純） 1,079 1,076 1,695 1,420 1,459
証 券 投 資 538 514 326 498 512
そ の 他 投 資 2,225 1,468 1,034 1,019 534
公 的 部 門 1,062 1,325 1,262 1,561 1,796
銀 行 部 門（純） 789 813 -242 80 74
そ の 他 流 入 672 -205 551 171 -14

誤 差 脱 漏 -516 -1,343 -783 -931 0
総 合 収 支 171 -15 478 -142 215
（注）　 1）推計値。 ₂）予測値。
（出所）　表 ₆に同じ。


